
に
も
「
日
本
策
一
の
油
聾
経
行
者
」
力
昌
任
・
・
樽
教
大
師
の
門
入
れ
．
書

自
門
ε
は
相
並
び
居
｛
ト
円
・
し
も
の
に
こ
て
、
此
雨
面
に
一
見
矛
盾
の
如
く
啄
順

こ
も
菱
涯
を
壷
し
馨
槻
念
な
り
し
な
り
。
敏
義
の
吉
於
て
も
欝

欝
抄
旨
駿
大
師
舞
義
を
引
煙
る
を
始
め
…
し
一
念
三
千
の
法
門
に

於
て
も
・
郎
舅
愚
管
の
理
想
F
於
て
も
天
台
聡
敏
を
騰
承
し
☆
り
。
、
す
ろ
自

斑
は
明
白
な
り
し
奄
。
從
つ
美
台
傳
敏
の
爾
大
師
を
先
師
・
、
し
て
繹
算

ε
自
己
ミ
の
間
の
傳
統
誉
・
む
て
崇
敬
す
る
・
ミ
絡
生
濡
ら
ざ
り
し
・
、
、
ち

に
し
着
蓮
の
争
翫
郵
に
立
て
も
心
学
大
師
の
南
二
一
警
の
衝
突
論

孚
及
び
其
よ
り
受
け
・
し
遽
審
・
を
考
へ
て
折
伏
戦
翻
は
渋
華
の
正
義
憐
敏
り

逡
縄
な
纏
ミ
発
し
れ
る
躍
り
、
慈
証
書
謹
に
蜀
す
ろ
日
蓮
の
攻
照
は
天
台
り

驚
に
撃
る
も
の
に
あ
ら
す
し
諸
等
が
行
書
翼
言
三
っ
て
の
誹
誘
、

に
外
な
ら
ざ
ワ
し
な
り
。
奎
南
朝
南
朝
の
佛
教
に
引
す
る
鰹
警
折
伏
戦
を

駐
朝
末
毒
鎌
倉
時
代
に
畏
ろ
佛
籍
宗
に
幣
・
し
篭
る
あ
腎
蓮

な
男
し
な
り
。
末
法
の
螂
師
寸
」
・
し
て
目
蓮
自
ら
之
“
に
鴬
ら
ん
寸
」
・
し
お
る
に

叉
指
教
が
豫
告
に
基
く
§
蕎
ふ
べ
く
要
す
る
に
正
復
末
三
時
の
相
承
流
傳
に

重
て
賎
萎
慧
敏
は
a
蓮
罵
師
．
日
蓮
ぽ
其
完
成
を
天
職
、
、
し
て
現
は

れ
れ
る
も
の
、
即
ち
先
師
の
門
人
六
ら
ん
が
露
め
に
末
法
法
藁
棄
の
行
者

ε
な
り
し
も
の
な
り
。
口
曲
蓮
ほ
何
か
不
の
元
租
F
も
あ
ら
す
叉
末
葉
に
も
あ
六

ら
暗
9
ぐ
」
は
此
關
係
を
｝
見
て
知
る
べ
｝
・
な
り
O
〔
西
…
田
〕
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
二
巻
　
紹
介
　
雑

弛i．配、

　
　
　
　
　
カ
　
の
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
し
　
し
　
も
　
も
　
う

　
　
　
　
⑳
宋
代
の
市
舶
司
及
橘
湾
像
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
音
士
　
藤
田
豊
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
束
洋
甜
学
報
　
第
・
七
巻
賢
弟
二
瓶
號
研
範
戦
）

暴
一
・
嘉
源
流
ヒ
於
て
帳
代
の
海
外
貿
易
，
康
代
の
市
舶
制
度
の
暴

雨
き
・
「
第
二
、
履
代
の
海
語
群
の
諸
獲
諸
港
に
於
け
る
市
舶
司
の
麟

蓮
の
天
運
束
、
墨
描
、
．
山
東
地
方
の
各
貿
易
港
に
つ
・
・
、
詳
説
亡
、
聚

三
・
市
舶
三
重
制
」
の
中
柴
初
各
港
の
嘉
使
は
知
多
之
を
兼
れ
通
鋼
、

博
蓮
使
そ
の
副
・
・
奮
裡
奥
毒
空
誉
・
三
欝
侍
曇
任
の
市
舶

ぎ
と
三
皇
當
ら
し
め
こ
が
、
紳
宗
の
頃
よ
晶
ご
営
は
虚
名
を
擁
す

る
に
過
ぎ
す
む
て
康
治
便
三
班
内
侍
等
實
盛
を
下
め
れ
建
菊
醤
使
髭
頃

舞
嘉
霊
は
舞
市
曽
馨
ら
れ
・
し
事
・
、
を
託
し
、
「
第
四
，
嘉
嫌

例
」
黛
篇
の
眼
目
に
し
髭
論
義
、
一
、
碧
海
舶
の
載
貨
寄
々
臨
検

し
て
初
竺
讐
二
…
…
を
馨
し
が
後
歳
議
し
細
蟹
怪
墾
を
高
～
し
て
多

く
市
舶
司
に
三
章
し
組
貨
は
李
善
～
し
て
店
商
の
自
蜜
に
委
苛
、
ご
、

珠
・
員
。
瑞
瑠
㊤
象
牙
9
乳
香
等
八
種
の
禁
善
行
の
虫
W
壷
制
は
太
宗
興
國
元

年
に
確
立
ぜ
し
が
同
七
年
特
に
之
嘉
す
る
遺
物
の
寵
を
解
放
こ
て
冠
費

を
許
し
・
又
市
舶
司
の
牧
賢
誓
禁
漁
解
の
貨
．
、
共
串
央
蓬
碧
し

が
如
き
も
榊
洩
り
頃
よ
り
其
幾
分
を
舶
司
に
イ
、
敗
息
艦
嚢
窪
め
れ
り
。
此

黙
に
嘗
時
の
市
舶
司
の
今
口
の
就
閥
、
こ
大
に
異
ろ
嗣
ぐ
、
す
。
三
、
海
舶
鵬
口

の
許
可
は
各
市
舶
司
に
て
公
披
を
下
付
・
・
以
て
禁
物
の
搬
出
を
制
・
し
禁
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
一
山
ハ
一
　
（
五
三
二
）



第
ご
巻
　
　
紹
介
　
　
麗

ミ毎：

ii，’：u

往
來
を
止
め
入
貨
の
倫
漏
を
防
ぎ
・
し
が
権
象
に
に
國
舶
F
期
限
を
定
め
て
脱

文
を
防
ぐ
瓢
あ
り
。
凶
、
凡
ρ
、
翰
入
配
転
眠
に
抽
解
敗
買
を
経
れ
ば
綜
拭
舶

商
の
鼠
買
を
許
し
恩
讐
二
軸
に
て
更
に
諜
載
ぜ
ら
る
・
な
く
、
此
臨
，
丈
引
ミ

て
貨
名
書
量
を
記
ぜ
る
販
費
許
可
講
を
給
す
。
学
事
は
太
宗
の
朝
よ
り
行
は

れ
し
が
如
こ
。
五
、
宍
は
夙
に
市
織
の
利
大
な
る
を
認
め
顯
司
ト
て
入
を
派

し
公
書
を
齎
し
て
蕃
國
に
赴
き
紺
碧
を
促
妊
ろ
あ
り
其
來
る
や
鵠
禮
磐
勲
を

極
め
叉
…
進
奉
を
名
こ
す
る
者
は
旛
…
れ
漁
刑
解
ぜ
鴫
9
c
山
ハ
塾
銅
峨
鼓
出
一
日
の
帆
甘
藷
否
μ

太
肌
の
隠
に
始
り
し
が
銅
は
種
々
の
名
義
に
て
抄
出
し
途
に
南
染
の
畿
荒
時

代
を
現
出
贈
り
。
爾
ほ
七
、
官
粛
、
伶
勲
防
弾
規
定
に
も
諸
発
酵
あ
り
、
八
、

漂
着
叉
は
居
留
蕃
人
に
劉
・
し
て
も
夫
々
制
規
あ
る
を
訊
け
り
。
此
全
研
究
は

・
災
料
ミ
・
し
イ
嫌
只
者
．
が
呉
蹟
ハ
の
劉
承
黒
氏
無
難
命
“
要
（
永
樂
大
典
よ
禰
抄
出
）
を

謄
寓
ぜ
る
を
書
・
む
宋
史
、
建
炎
以
平
群
跡
雑
記
、
環
海
，
漁
網
志
，
曳
獄

通
考
、
通
鋸
、
羊
城
古
砂
、
脚
．
吏
，
聾
洲
可
談
等
以
外
に
へ
宍
人
の
随
筆
類

各
勉
の
地
誌
弱
目
を
博
引
肇
提
亡
て
如
上
の
三
三
を
附
冠
る
八
＋
頁
の
続
篇

な
り
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
め
　
　
も
　
　
も

　
　
　
　
醗
支
那
の
古
鋼
器
ご
土
器
こ
の
騰
係
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
濃
田
耕
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
學
報
　
第
七
谷
第
二
號
斯
載
）

〔，

黶A

序
_
］
に
古
銅
器
拭
支
那
に
於
け
ろ
砦
舌
攣
的
彫
物
の
中
最
も
古
く
最

も
忌
む
き
も
の
な
れ
ざ
も
其
學
術
的
預
値
乏
し
き
は
殆
ざ
存
在
④
資
見
の
駿

第
三
號
一
六
二
（
五
三
三
）

態
を
知
る
を
倖
ざ
る
を
以
て
な
り
ざ
い
ひ
、
コ
一
、
土
器
の
銅
器
に
及
ぼ
《
ろ

影
響
」
に
は
天
皿
酌
の
鼎
に
於
け
る
、
横
轡
朕
の
凸
凹
あ
る
敦
の
土
器
の
手
法

を
残
暁
｛
る
、
甑
・
漸
二
器
を
連
績
ぜ
る
難
聴
あ
る
が
如
き
、
壷
・
鉢
・
皿

駿
の
銅
器
め
る
が
知
き
是
な
り
ミ
い
ひ
「
三
、
銅
器
の
土
器
に
及
ぼ
ぜ
る
影

響
」
は
第
二
次
的
な
る
が
編
鼎
ご
全
然
雛
形
の
土
霞
め
り
、
銅
器
を
模
ぜ
ろ

獣
環
壷
・
天
亜
・
叢
叢
の
打
出
模
横
壷
。
博
山
零
露
。
気
欝
め
る
が
蜘
き
昆

な
り
ざ
弛
き
門
、
四
、
緒
論
」
ト
捨
て
斯
く
土
器
・
銅
器
は
密
接
な
る
園
係
め

る
を
以
イ
、
互
に
比
較
考
・
嫁
か
す
る
痔
健
大
に
稗
穣
ず
る
所
あ
る
べ
く
、
殊
に
よ

く
時
代
の
好
尚
を
反
映
し
て
時
化
着
し
く
叉
他
の
副
葬
品
ご
共
に
出
つ
る
携

合
多
き
十
…
器
ぽ
銅
器
研
究
の
基
礎
こ
な
ず
べ
き
も
の
な
れ
ば
支
那
古
銅
器
に

雌
燕
方
針
に
重
り
土
器
の
助
け
を
撃
て
研
究
ぜ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
す
．
試
々
ご

論
じ
二
十
絵
箇
の
寓
曇
版
を
編
げ
終
り
。
〔
以
上
肩
高
〕

桑

民叢串

鱒
ロ
絡
解
説

　
　
　
東
魏
天
革
魏
音
義
豫

　
此
の
石
像
ぽ
大
正
五
年
十
月
北
京
に
猛
て
得
れ
ろ
所
に
係
り
、
高
さ
一
尺

八
寸
蘂
輻
八
寸
あ
麟
、
法
隆
寺
鐸
“
遡
三
籐
像
の
脇
侍
佛
ミ
略
ぼ
形
式
を
同
く


